
第２２回議会運営委員会会議記録 

開 閉 会 

日   時 

 令和５年２月３日（金曜）      午前 ９時３０分 開会 

休 憩   

午前１０時０５分 閉会 

会議場所  役場３階委員会室 

出席委員  

氏   名 

委員長  中村 和宏 委 員 渡辺洋一郎  

副委員長 正村紀美子 委 員 常通 直人  

委 員  鈴木 健充   

委 員  中田智惠子  議 長 早 苗  豊 

欠席委員  

氏   名 

委 員  橋本 和仁    

   

説明等に  

出席した  

者の氏名  

   

   

   

事務局職員 事務局長 安田 敦史 総務係長 佐藤 史彦  

『会議に付した事件と会議結果など』 

 

１ 開 会 

・委員長が開会を告げ、橋本和仁委員の欠席を報告し、事務局から本日の委員会の日

程を説明する。 

 

２ 議  件 

（１）調査事項 

ア 議会だより２月号の編集について           当日資料１ 

イ 議会だより３月号の編集企画について         当日資料２ 

ウ 議会改革諮問会議の答申（多様な議員のなり手について）について 

資料３ 

エ オンライン会議の検証について（R3継続調査事項）     資料４ 

オ 12月定例会議の振り返りについて             資料５ 

カ 令和５年度芽室高校意見交換会の基本的な考え方について  資料６ 

キ 令和５年度白樺高校包括連携協定事業の基本的な考え方について 

                              資料７ 

ク 令和５年度研修事業の基本的な考え方について       資料８ 

 

３ その他 

（１）次回委員会の開催日程（予定）について 

（２）その他 

                                        



２ 議 件 

（１）調査事項 

ア 議会だより２月号の編集について  当日資料１ 

・渡辺委員：資料説明（８ページ編集、本日校了）。 

・委員長：意見・質疑はないか？ 

・（意見・質疑なし） 

・委員長：異議ないか？ 

・（異議なし） 

・委員長：提案通りで決定する。 

 

イ 議会だより３月号の編集企画について  当日資料２ 

・渡辺委員：資料説明（校了３月３日。発行３月１０日。４ページ編集） 

・委員長：意見・質疑はないか？ 

・（意見・質疑なし） 

・委員長：異議ないか？ 

・（異議なし） 

・委員長：提案通りで決定する。 

 

ウ 議会改革諮問会議の答申（多様な議員のなり手について）について  資料３ 

 ・事務局長：調査事項ではあるが、報告の意味合いが主となる。去る１月２３日に答

申を受けた内容を共有する。この諮問会議は、委員各位が自由闊達な意見を出し

合うために、議長をはじめ議員は同席せずに、事務局のみで対応してきたもの。そ

のため、答申の詳細に係る検討経過や本文解釈等の確認事項があれば、議運内で

共有する趣旨としたい。 

 ・委員長：意見・質疑はないか？ 

 ・正村委員：今後の議会活動への反映につなげるという共通認識を図りたい。 

 ・委員長：他にないか？ 

 ・（意見・質疑なし） 

 ・委員長：本日の議運内における情報共有を経て、次回の全員協議会（２月２１日予

定）において全議員で共有する。なお、この答申については、次年度以降の活性化

計画への反映を議会全体の基本的な考え方として、全協の場でも共通認識を図り

たい。 

 

エ オンライン会議の検証について  資料４ 

 ・正村委員：令和３年度からの継続調査事項である「委員長裁量」の規定となってい

るオンライン活用について、現時点での検証結果として議運案を決定したい。な

お、資料の朱書箇所が、継続調査事項に対する結論であり、黒書箇所は、令和３年

度中のオンライン会議の検証として、すでに議運（第４回会議：R4.7.4）及び全協

（第４回会議：R4.7.22）で共通認識を図っているものであることを申し添える。 

 ・委員長：意見・質疑はないか？ 



 ・常通委員：説明どおりの検証で良いと考える。 

 ・委員長：他にないか？ 

・（意見・質疑なし） 

・委員長：提案内容に異議ないか？ 

・（異議なし） 

・委員長：提案通り議運として決定し、次回の全員協議会（２月２１日）で共通認識

を図る。 

 

オ 12月定例会議の振り返りについて  資料５ 

・渡辺委員：資料説明（厚生文教常任委員会振り返り事項。会議等における議員の不

適切な行動に対する議会内共通認識を図る指摘） 

・委員長：意見・質疑はないか？ 

・（意見・質疑なし） 

・委員長：具体的な対応として、意見はないか？ 

・正村委員：次回の全員協議会において、根拠例規を改めて議員一人一人が再確認

し、順守するよう促してはいかがか？ 

・常通委員：賛同する。議員全員が再認識する場を設けるべきと考える。また、根拠

例規の順守ポイントがわかるように朱書きで強調する工夫もすべきである。 

・委員長：委員からの提案内容を議運の案として決定し、次回の全員協議会（２月２

１日）で議長から議員全員に対する注意喚起として共通認識を図る。 

 

カ 令和５年度芽室高校意見交換会の基本的な考え方について  資料６ 

・常通委員：資料説明（「３：これまでの経過と課題」「４：令和５年度事業実施のポ

イント」） 

・委員長：意見・質疑はないか？ 

・正村委員：今年度は初めて外部評価の手法を採用しようとした。まだ完了はしてい

ないが、今年度の実績を踏まえた新年度の展望として適正と考える。 

・委員長：他にないか？ 

・（意見・質疑なし） 

・委員長：提案内容に異議ないか？ 

・（異議なし） 

・委員長：提案通り議運として決定し、次回の全員協議会（２月２１日）で共通認識

を図る。 

 

キ 令和５年度白樺高校連携協定事業の基本的な考え方について  資料７ 

・常通委員：資料説明（「３：これまでの経過と課題」「４：令和５年度事業実施のポ

イント」） 

・委員長：意見・質疑はないか？ 

・正村委員：全体を通して賛同する。なお、議長諮問事項の答申内容を十分尊重し、

その意思を議会の個別活動への反映に努めることも意識して新年度に臨んでいく



ことを提案したい。 

・（意見・質疑なし） 

・委員長：提案内容に異議ないか？ 

・（異議なし） 

・委員長：提案通り議運として決定し、次回の全員協議会（２月２１日）で共通認識

を図る。 

 

ク 令和５年度研修事業の基本的な考え方について  資料８ 

・正村委員：資料説明（「３：これまでの経過と課題」「４：令和５年度事業実施のポ

イント」） 

・委員長：意見・質疑はないか？ 

・中田委員：内容に異論ない。新年度のポイントも的を得ている事業と評価する。 

・（意見・質疑なし） 

・委員長：提案内容に異議ないか？ 

・（異議なし） 

・委員長：提案通り議運として決定し、次回の全員協議会（２月２１日）で共通認識

を図る。 

 

  ・委員長：お諮りする。当日追加として、「文書質問の取扱いについて」を調査事項

としたい。異議ないか？ 

  ・（異議なし） 

  ・委員長：異議なしと認め、「ケ」として日程に追加し、早速協議する。資料をクラ

ウドに保存する。事務局から説明する。 

  

 ケ 文書質問の取扱いについて  当日資料９ 

  ・事務局長：資料説明（芽室町議会会議条例等運用規則の規定による議運の役割確認

及び町に求める答弁書の提出期限の設定協議。提出期限の慣例は、議運決定日を

起算として２週間後の１７時。） 

  ・委員長：事務局説明のとおり、規則に基づき、本日を起算として２週間となる２月

１７日（金曜）午後５時を期限として、町に答弁書を求めることとしたい。異議な

いか？ 

  ・（異議なし） 

  ・委員長：決定とする。 

 

３ その他 

（１）次回の委員会開催日程について  

・委員長：正副一任 

（２）その他 

 ・委員長：「その他」で各委員からないか？  

・（なし） 



・委員長：議長からないか？ 

 ・（なし） 

  ・委員長：事務局からないか？ 

・（なし） 

                      以上をもって委員会を閉会する。 

 

 

傍 聴 者 数 一般者 ０名 報道関係者 ０名 議 員 ０名 合計 ０名 

  

令和５年２月３日 

議会運営委員会委員長 中 村 和 宏 

 

 


